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大 塚 いわ お 
交通 型 人 間 と 通信 型 人 間 
[概要 ] 


社会 の 中 の 人 間 の 分 類 は 、 大 きく は 、 物 理 的 移動 を 好む 
「 交 通 型 」 と 、 物 理 的 移動 を せ ず に 一 通り の 用 事 を 通信 
で 済ま 世 よ うと する 「 通 信 型 ) と に 分 が か れる 。 この 両 
者 の 特徴 を 併せ 持つ も の と し て 「 移 動 通 信 型 」 人 間 が 
いる 、 と 考え る 。 

[本 文 ] 

社会 の 中 の 人 間 は 、 大 きく 、「 交 通 型 」 と 「 通 信 型 」 の 
2 タイ プ に 分 か れる と 、 健 者 は 考え て いる 。 

ここ で 、「 交 通 型 」 人 間 と は 、 自 動車 や 電車 、 徒 歩 で あ 
ちこ ち 出 歩く の が 好き な タイ プ の 人 間 の こ と で ある 。 
観光 地 で の バカ ンス 、 登 山 、 寺 社 巡 礼 な ど 、 物 理 室 間 の 
移動 を 好む タイ プ で ある 。 

一 方 、「 通 信 型 」 人 間 と は 、 ネ ッ ト バ ン キ ング 、 通 信販 
売 を 活用 し た り 、 在 宅 勤務 を し た り し て 、 自 宅 か ら 出 
ず に 、 通 信 を 活用 し て ほとん どの 用 事 を 済ま せる 、 物 
理 室 間 を ほとん ど 移 動 し な い の を 好む タイ プ で ある 。 
従来 、 「 通信 型 」 人 間 は 、 あ まり 外 に 出 歩 か な いこ と 
か ら 、「 引 きこ も り 」 と し て 病 的 で ある か の よう な 扱 
い を 受け る こと が あっ た 。 し か し 、 実 際 に は 、 「 通 信 
型 」 人 間 も 、 心理 的 に は 、 あ ちこ ち 活 発 に 移動 し て い 
る 。 

例え ば ネッ ト サ ー フ ィ ン を 楽し む 場 合 、 物 理 的 に は 自 
宅 に ずっ と いつ づけ た まま 動か な い の で ある が 、 パ ソ 
コン の 画面 は 、 ネット サー フィ ン 中 、 世 界 の あちこち 
の 場所 の サー バー と 下 に 接続 する こと を 絆 り 返し て い 


る の で あり 、 そ うい う 点 で は 、 ネ ッ ト サ ー フ ィ ン を 楽 
し む 「 通 信 型 」 人 間 は 、 世 界 中 を 瞬時 に 旅行 し て 回 る 旅 
人 で ある と も 言え る の で ある 。 
以上 迷 べ た 、「 交 通 型 」 と 「 通 信 型 」 人 間 の 特徴 を 併せ 
持つ の が 、 「 移 動 (モバ イル ) 通信 型 」 人 間 で ある 。 具 
作 間 は の ERRE た で おお ち 移 動 し な が ら 
その 都度 、 携 帯電 話 で 他 者 と 会 話し た り 、 イ ンタ ー 
ネッ ト 接 続 を し た りす る の を 好む 人 々 で ある 。 
この よう に 考え て みる と 、 上 記 の 説明 か ら 
(1 ) 「 交 通 純 粋 型 」 物理 的 移動 の み を 好み 、 通 信 を 
好ま な い 。 
( 2) 「 通 信 純 粋 型 」 物理 的 移動 を 好ま ず 、 通 信 で 全 
て 済ま す 。 
( 3 ) 「 移 動 通信 型 = 交通 ・ 通 信 両 用 型 」 物理 的 移動 
も 、 通 信 も 両方 好む 。 
と いう よう に 、 さ ら に 分 類 で き る 。 
電話 や イン ター ネッ ト が 普及 し て いな い 昔 は 、「 交 通 
型 」 人 間 が 多かっ た と 言え る 。 た だ し 、 彼 ら も 通信 を 
全く 便 ら てい が が っ た か が と 言え ば そう で ほな か く ぐ 、 郵便 
で 、 遠 隔 地 の 相 手 と 手紙 の や り と り を する こと も し ば 
し ば あっ た と 考え られ る 。 
の の ) の 「 移 動 通信 型 」 
人 間 が 、 全 体 に 占め る 割合 が 一 番 大 きい の か も 知れ な 
い 。 は っ きり し て いる の は 、 光 ファ イ バ ー 綱 に 代表 さ 
れる 高速 通信 回 線 が 普及 する に 伴っ て 、 徐 々 に 「 通 信 
型 」 の 人 間 の 総数 が 増え つつ ある こと で あろ う 。 そ の 
分 、「 交 通 型 」 人 間 は 、 減 少 傾向 に ある の か も 知れ な 
い 。 こ の 傾向 は 、 勤 務 が 都心 オフ ィ ス へ の 出勤 か ら 
在宅 勤務 に 移行 する こと で さら に 加速 され る で あろ う 
と 考え られ る 。 
また 、 現 状 で は 、「 交 通 only」「 通 信 only」 で 生活 する 
こと は 不可 能 で あり 、 何 か し ら の 形 で 、 両 者 を 複合 さ 
せる 必要 が 出 て くる 。 例え ば 、 一 通り の 物事 を 通信 で 
済ま せよ うと する 「 通 信 純 粋 型 」 人 間 は 、 通 信販 売 の 商 


品 な どの 殺 物 の 物理 的 移動 を 行う 宅配 業者 や 郵便 屋 = 
「 交 通 型 」 人 間 が 存在 し な いと そもそも 成立 し な い 。 
(c) 2003.3 初出 


次 世代 通信 社会 に つい て 


通信 の 空間 連結 機能 と 社会 の 変化 

(これ は 、 高 度 な 通信 環境 が 整備 され た 社会 の あり 方 
が どう な る か 、 都 心 (中 心地 ) の 在 化 な どの 現象 に 
つい て 、 考 察し た も の で す 。1998 年 と か な り 以 前 に 書 
か れ た も の で す が 、 現在 盛ん な ユビ キタ ス 社 会 論 、 テ 
レ ワ ー ク 社会 論 を 先取 り し た 内 容 と な っ て いま す 。) 


1 . は じ め に (空間 連結 機能 ) 


従来 の 通信 と 社会 と の 関わ り に 関す る 議論 は 、 

(1 ) 「 情 報 化 社会 」 論 、 す な わ ち 、 通 信 回 線 を 用 いて 
何 を 伝え る か 、 と いう 通信 回 線上 を 流れ る 情報 (伝達 内 
容 ) の 面 に 還 き を 連 い た も の 。 そ れ は 、 通 信 ネ ッ ト 
ワー ク 上 を 流れ る 情報 量 の 拡大 、 多 様 化 を 指摘 する も 
の で あり 、 そ こ で は 、 通 信 回 線上 を 流れ る 「 情 報 」 そ 
の も の に 視点 が 曹 か れ て いる (【〔 吉 井 1996] な ど ) 。 
(2) 「 放 送 ・ 通 信 メ ディ ア 」 論 、 す な わ ち 、 通 信 回 
人 線 の 両端 に あっ て 、 ユ ー ザ ー と の イン タフ ェ ー ス と な 
る 放送 ・ 通 信 機 器 (電話 機 、 テ レビ な ど ) の 使わ れ か 
た の 面 に 重き を 貰い た も の (【〔 吉 見 他 1992] な ど ) 。 

( 3 ) 「 社 会 的 コミ ュ ニ ケー ショ ン 」 論 、 す な わ ち 、 
通信 を 用 いて 図ら れる 人 と 人 と の コミ ュ ニ ケー ョ ン の 
あり 方 の 面 に 重き を 費 い た も の (パソ コン 通信 に よっ 
で 成 き れる ネツ トド トウ ワーク ャ ヨミ ョ ニテ ィ に つい で の 
研究 な ど ) ( 【〔 池 田 1997] な ど ) 。 

が 主流 で あっ た 。 

本 論 は 、 以 上 の 観点 と は 異な り 、 通 信 の 本 質 が 、 互 い に 


離れ 離れ の 地理 的 空間 同士 の 結合 に ある と いう 観点 か 
ら 、 通 信 の 高度 化 に 伴う 社会 の あり 方 の 変化 を まとめ 
た も の で ある 。 
本 論 で は 、 通 信 ネ ットワーク 上 を 流れ る 情報 の 中 身 に 
つい て は 特に 扱わ な い 。 通 信 回 線上 を リア ル タ イ ム で 
流れ る 情報 の 行き 来 が 、 異 な る 空間 同士 を 結び つ ( 0 
距離 感 を な くす と いう 事実 に 視点 を 賀 く 。 互 い に 
1 
の 間 が 同時 に 距離 ゼロ に 等 し い 状態 で 結合 され る 。 こ 
れ が 通信 の 持つ 機能 の 重要 な 側面 で ある 、 と 考え る 。 
通信 は 、 互 い に 離 れ た 物理 的 ・ 地 理 的 空間 同士 を 接続 ・ 
結合 する 機能 、 言 い 換え れ ば 「 空 間 連 結 機能 」 と で も 呼 
ぶ べ き 機 能 を 持っ て いる 。 つ まり 、 通 信 は 、 互 い に ど 
ん な 遠 距離 に いて も 、 い っ た ん つなが る と 、 そ の 距離 
を 全く 感じ させ な い 。 す な わ ち 、 物 理 的 に は 全く 離れ 
た 2 地点 問 を 、 あ た か も 相互 に くっ つい た 同一 の 地点 
に いる が か の よう に 、 感じ さき 世 る こと が で きる 。 
異な る 2 地点 同士 の 結合 は 、 そ れ ぞ れ の 地点 が 持つ 固 
有 の 情報 を 充分 な 量 だ け 互 い に 相手 の 地点 へ と 回 線 を 
通し て 送り 届け る こと に よっ て 生じ る 。 通 信 の 持つ 空 
間 連 結 機能 の 充実 と 情報 化 の 進展 と は 深く 結び つい て 
いる 。 た だ し 今 ま で の 通信 に 関す る 論議 に お いて は 、 
回 線 の 中 NG に ば か り ス ポッ ト が 
当たり 、 空 間 連 結 の 機能 に つい て は 関心 が 持た れ な 
か っ た きら い が あ る 。 
通信 の 「 空 間 連 結 機能 」 は 、 例 えば 電話 に よっ て 確か め 
る こと が で きる 。 つ な が る と 、 ど ん な 離れ た 場所 の 音 
声 で も 、 あ た か も すぐ そば (自分 の 耳元 ) か ら 発生 し 
て いる か の よう に 聞く こと が で きる 【Gumpert 1987] 。 
ある い は 、 テ レビ 放送 の 中 継 に お いて 、 中 継 先 の 場所 
(例え ば アメ リカ ) と 、 中 継 を 受け る 場所 (例え ば 日 
本 ) と が 、 視 聴 ME こつ な が る (各々 が 互 
に 相手 の 場所 に 古 に 面接 し て いる か の 如き 感覚 を 持 
に に ポ 。 3 各々 の 空間 を 互い 


に 共有 し あう ) こと で 確か め る こと が で きる 。 

イン ター ネッ ト や パソ コン 通信 を 用 いた 電子 メー ル に 
お いて も 、 一 方 で 執筆 され た 内 容 が 、 時 間 や 距離 を 感 
じ さ せる こと な く 瞬 時 に 相手 側 に 到達 する こと か ら 、 
あたかも 隣 に いる 人 か ら 手 渡し で メモ を も ら う の と 同 
じ 感 覚 で メー ル の 内 容 を 取得 する こと が で き 、 通 信 の 
持つ 空間 連結 機能 を 裏付け て いる と 言え る 。 

本 論 で は 、 個 人 個人 が 曹 か れ た 下 離 に 関係 な が く リ アル 
タイ ム で 相互 に つなが る の が 通信 の 特性 で あり 、 人 々 
の 間 相 互 の 瞬時 の 接続 の 広がり が 世界 中 へ と 拡大 する 
の が 次 世代 通信 社会 で ある 、 と 捉え る 。 


2 . 地 銀 (地域 価 ・ 地 方 性 ) の 減少 


通信 は 、 異 な る 地理 的 室 間 と し て の 離れ た 地域 同士 を 一 
つ に 結び 付け る 機能 を 持つ 。 

ネッ トワ ー ク に 接続 され た 端末 の どこ か ら も 、 端 末 が 

た と え 地 理 的 に どん な に 辺 分 な と ころ に ある か に は 関 

係 な く 、 あ た か も 「 等 し く 距 離 ゼ ロ 」 で ある か の よう 

に 、 他 の 端末 と 瞬時 に 接続 され る 。 通 信 の 場合 は 、 路 離 
的 に いく ら 離 れ て いて も 接続 感覚 が ほとん ど 同 じ で あ 

り (例え ば 電話 で ダイ ヤル し て か ら 相 手 に つなが る ま 

で 待た され る 時 間 の 長 さ は 市 内 通話 と 市 外 通 話 ・ 国 際 通 
話 と で ほとん ど と 変わ ら ず 、 ほ ぼ 瞬 時 で ある ) 、 人 間 の 

心理 に は ほとん ど と 距離 が 影響 を 七 え な い 。 距離 的 に い 

くら 離れ て いて も 、 相 手 が す ぐ そ ば に いる よう に 感じ 

る 。 
どの 地点 ・ 地 域 に いよ う が 、 い っ た ん 通信 に よっ て 結 

合 さ れ て し まえ ば 、 ど こも 同一 の 距離 ゼロ に 近い 感覚 

で 結ば れる の で 関係 な いこ と に な る 。 そ の 意味 で 、 地 

域 と いう 概念 自体 が 、 意 味 を 持た な く な る 。 言 い 換え 

れ ば 、 通 信 は 、 脱 地域 ・ 脱 地縁 機能 を 持っ て いる 、 と 言 
える 。 通 信 は 、 地 域 へ の 帰属 意識 を 減少 させ る 効果 を 持 


2 つの いい ス る 。 

通信 が 高度 に 発達 する と 、 ど の 地域 に 住ん で いる か 、 
な いし 勤め て いる か は 、 あ まり 意味 を 持た な く な る 。 
都市 に 住ん で いよ う が 、 農 村 に 住ん で いよ う が 、 通 信 
で 結ば れ て し まえ ば 、 地 理 的 空 4 作 0 愉 
差 な く 、 相 互 の 空間 同士 を 接続 ・ 共 有する こと に 

り 、 双 方 が 対等 の 立場 に 立つ こと が で きる 。 の 
て 、 従 来 の 都市 ノ 農 村 、 都 心 ン 郊外 の 差 が な く な る 。 
言い 換え れ ば 、 今 まで は 、 人 々 の 結び つき が 地理 に 囚 
われ て きた の が 、 今後 は 、 通 信 に よる 地理 を 超え た 結 
び つ き (地理 的 空間 の 超越 ) へ と 変化 が 起き る 、 と 言 
Xa 

従っ て 、 コ ミュ ニテ ィ 生 成 の あり 方 は 、 従 来 の 交通 
(徒歩 、 鉄 道 、 自 動車 な ど ) に 頼っ た 空間 制約 型 の コ 
ミュ ニテ ィ 生 成 (互い ( 人 に お (駅 、 
市 役所 、 郵 便 局 な ど ) を 距離 的 に 近づけ る 、 一 極 集中 型 
を 取る ) か ら 、 通 信 を 考慮 に 入れ た 空間 超越 型 の コ 
ミュ ニテ ィ 生 成 (互い に 関連 し あっ た 施設 同士 を 高速 
で 太い 通信 回 線 で 結べ ば 、 地 理 的 制約 は 超越 され る 、 広 
域 分 散 な か どい か な る 自由 な 形 を も 取り うる ) へ と 、 移 
行 じ CU く と 考え られ る 。 

また 、 人 間 関 係 が 従来 の 地域 内 完結 型 か ら 、 地 域外 開放 
型 へ と 変化 する の に 伴い 、 狭 階 な 「 お ら が 村 」「 お ら 
が 町 」 と いっ た 一 定 区 域内 に 限定 され た 地域 意識 が 解消 
され て 、 よ り グ ロー バル な 全国 ~ 全 世界 を 目指 し た 脱 
地域 意識 が 台頭 し て くる と 考え られ る 。 言 い 換 えれ 
ば 、 思 考 が 一 定 地域 に 限定 され た (「 地 元 」 意識 が 強 
く 、 拝 他 的 な 「 地 元 」 へ の 利益 誘導 に 走る 視野 の 狭い ) 
現在 の 世代 か ら 、 思 考 が 地域 性 か ら 解 放さ れ た 、 広 域 通 
信 を 指向 する (グロ ー バ ル な 世界 の 利益 を 考え る 視野 
の 広い ) 次 の 世代 へ と バト ンタ ッ チ が 起き る 、 と 考え 
られ る 。 


補足 ) 電話 と コミ ュ ニ ティ 作り 


現在 の 電話 に よる 人 と 人 と の つなが り は 、1 対 1 が 普 
通 で あり 、 (パソ コン 通信 や イン ター ネッ ト の よう 
に ) 多 対 多 に は 対応 し て いな い 。 電話 は 、 複 数 の 人 々 
の 間 で 同時 に 共同 で 何 か を する に は 向い て いな い 、。 
従っ て 、 電 話 ( 生生 に 
ず 、 地域 を 越え た コミ ュ ニ ティ 作り に さほど 頁 献 し て 
こ な か っ た と 見 る の が 六 当 で ( 導 
を 用 いる の で あれ ば 、 多 対 多 の コミ ュ ニ ケー ショ ン が 
可能 な 、 例 えば イン ター ネッ ト の メー リン グリ スト な 
どの 方 が ずっ と 、 コ ミュ ニテ ィ 作 り に 貢献 し や すい は 
ず で ある 。 


補足 ) 通話 料金 体系 に つい て 


パソ コン 通信 、 イ ンタ ーネット で は 、 い っ た ん 最寄り 
の アク セス ポイ ント に つなが れ ば 、 日 本 中 ~ 世界 中 の 
全 地 域 へ 同一 料金 で つなが る 。 パ ソコ ン 通 信 ・ イ ン 
ター ネッ ト ユ ー ザ ー は 、 通 信 の 持つ 地理 的 空間 超越 の 思 
eK CUO る の と いる 。 

に 対し て 、 既 存 の 電話 (携帯 電話 を 除く ) は 距離 に 
し ば られ て いる 。 す な わ ち 通話 距離 が 長く な る に 従っ 
て 料金 が 高く な る 。 そ の 結果 、 近 距離 同士 の 接続 が 促進 
され 、 遠 距離 同士 の 接続 は 敬遠 され る 。 こ れ で は 通信 
が せっ か く 持 っ て いる 地理 的 空間 の 超越 機能 が 生か さ 
れ な い 。 こ れ は 地域 性 の 残存 に つなが っ て いる 。 


3 . 人 口 分 布 の 均等 化 


ei こ 発 達し た 地域 に お ける 人 々 の 居住 は 、 互 

に 近 距 離 に 居住 し か なく て も 、 視 聴覚 全て の 面 で 、 気 
四 こ 遠隔 地 の 相 手 と 出会え る た め 、 距 離 の 東 縛 か ら 解 
き 放 た れ て 、 従 来 の よう に 、 一 箇所 に 密集 し た 形 か 


ら 、 ア トラ ンダ ム に 分 散 可 能 と な る 。 し た が っ て 、 通 
信 の 発達 は 、 過 密 地 域 に お ける 人 口 の 分 散 化 に 役立つ 。 
ある い は 、 通 信 は 、 あ ら ゆ る 空間 的 隔 紙 を 一 瞬 の うち 
の 相互 接続 に より 解消 する の で 、 地 理 的 に 遠く 隔絶 さ 
れ た 過疎 地域 の 活性 化 に 役立つ (た だ し 、 あ まり 外界 
と 隔絶 され た 地点 は 物流 の 困難 さゆ え 無 理 か も 知れ な 
い ) 。 今 まで 過疎 地 の 産業 と いえ ば 、 農 林業 が 主 で 
あっ た 。 し か し 通信 の 発達 に より 、 農 業 以 外 に も 、 ホ 
ワイ トカ ラー (従来 の オフ ィ ス ワー カー) 、 遠 了 操 作 
に よる 製造 や ソフ トウ ェ ア 製 造 が 可能 と な り 、 移 住 し 
て くる 人 々 が 増え る は ず で ある 。 こ の 点 で 、 通 信 の 発 
達 は 、 過 疎 地 の 振興 (収入 を 得る 場 の 生成 、 産 業 の 偏り 
是 門 な が だ ) に 役 及 つと 言え る 。 

結局 、 通 信 の 発達 は 、 地 理 的 に 人 口 分 布 が 偏っ た 状態 か 
ら 、 ま ん べべ ん な く 均 等 に 分 布 する 状態 へ 移行 する の を 
助け る と 言 える 。 


4 . 任 意 の 地点 の 等 価 化 と 「 位 演 自 由 」 


どの 地点 に いよ う が 、 い っ た ん 通信 に よっ て 結合 され 
て し まえ ば 、 ど こも 他 の 任意 の 地点 と 同一 の 距離 ゼロ 
に 近い 感覚 で 結ば れる こと に な る と いう こと は 、 通 信 
が あら ゆる 地点 の 等 価 性 ( 他 者 と 相互 作用 を 行う た め 
の 条件 面 で の 同等 性 ) を も た ら す こと を 意味 する 。 任 
意 の 地点 の 他 の 地点 に 対し て 持つ 関係 が 同一 化す る と 
いう こと は 、 ど の 地点 に いよ うと 同じ で あり 、 自 由 で 
ある こと を 意味 する 。 こ の 意味 で 、 通 信 は 、 人 々 の 存 
在 す る 地理 的 位 綿 か ら の 解放 (自由 ) を も た ら す 。 こ 
の 現象 は 、M.Weber の 「 価値 自由 」 の 概念 (社会 科学 が 
認識 の 客観 性 を 保つ た め に は 、 価 値 鹿 断 か ら 自 由 で な 
けれ ば な ら な い ) に な ら っ て 、 「 位 交 自 由 」 (自分 の 
今 い る 地理 的 位 綿 付け か ら 自 由 と な る ) と で も 名 付け 
る ご と が で きる で あろ つう 。 


「 位 区 自 由 」 の 概念 は 、 例 えば 、 携 帯電 話 を か ける 人 
が 、 自 分 の 今 い る 地点 や 相手 の いる 地点 の 地名 を 特に 
知ら な く て も 、 他 者 と 会 話 の や り と り を する こと が で 
きる と ころ に 現れ て いる 。 こ れ に 対し て 、 郵 便 に よる 
手紙 に よる 会 話 の や り と り だ と 、 常 に 自分 と 相手 の 住 
所 (自分 た ちの 今 い る 地点 が どこ で ある か の 情報 ) を 
意識 し て 、 は が き や 封 筒 に 記入 し な けれ ば な ら な い の 
で 、 「 位 加 自 由 」 で は な い 。 自 分 の 今 い る 地点 が 特定 さ 
れ な か っ た ら 、 郵 便 が 届か な いか ら で あ る 。 

携帯 電話 の 普及 に より 、 今 自分 が どの 地点 に いる か を 
特に 意識 する こと な く 、 あ ら ゆ る 地点 で 同じ 感覚 で 他 
の 任意 の 地点 と 結合 され る こと が で きる 傾向 (感覚 面 
で の 「 位 次 自由 」) は 、 さ ら に 強まっ た と いえ る 。 あ 
る い は 、 通 信 に か か る 費用 面 に お いて も 、 パ ソコ ン 通 
信 や イン ター ネッ ト の よう に 、 最 寄り の (市 内 の ) ア 
クセ スポ イン ト に つなぎ さえ すれ ば 、 後 は 全国 - 全 世 
界 に 同一 料金 (市 内 通話 料金 + プロ バイ ダダ 接続 料金 ) で 
接続 で きる こと は 、 や は り 地 点 を 選ば ず に 、 な いし 今 
いる 地点 の 拘束 を 離れ て 、 自 由 に 他 の 任意 の 地点 と 費用 
の 面 で 同一 条件 で 結合 関係 を 持つ こと が で きる こと 
(費用 面 で の 「 位 曽 自由 」) を 意味 する 。 


5 . 任 意 の 地点 の 普 宙 化 


通信 の 発達 は 、 あ る 地点 か ら 発 せら れる 情報 に 、 全 国 
< 全 世 界 の 任意 の 地点 か ら 、 同 時 に アク セス 可能 と す 
る 。 例え ば 、 イ ンタ ーネット の 地域 プロ バイ ダー に そ 
の 地域 の 利用 者 が 登録 し た WWW ホ ー ム ペー ジ 情 報 は 、 
全 世 界 の あら ゆる と ころ か ら 、 瞬 時 に アク セス 可能 で 
ある 。 

以上 の こと を 裏返し て 考え る と 、 通 信 の 高度 化 は 、 全 
国 ( 全 世界 ) の あら ゆる 地点 固有 の 情報 が 、 全 国 ( 全 世 
界 ) に 向け て 一 瞬 の うち に 広がる 可能 性 を 持つ こと 


(任意 の 地点 の 普通 化 ) を 促す 。 そ の 点 で 、 従 来 は 、 一 
地方 ・ 地 域 に 限定 され て いた 文化 の 全国 レベ ル で の 普 
遍 化 が 簡単 に 起き る よう に な り 、 今 まで 各地 方 限定 で 
あっ た 文化 同士 が 出会っ て 互い に 競争 ・ 光 汰 し 合う よ 
うに な る と 考え られ る 。 

さら に 、 次 の 段階 に な る と 、 文 化 を 生み 出す 個人 が 、 
従来 の 地方 ・ 地 域 に よる 受容 と いう 1 次 フィ ル タ を 通 
さ ず に 、 王 接 全国 に 向かっ て 、 自 分 の 生み 出し た 文 
化 ・ 技 能 . . と いっ た も の を 一 発 で 広め る よう に な 
る 。 個 人 毎 の イン ター ネッ ト の WWW ホ ー ム ペー ジ に 
よる 地方 ・ 国 籍 を 問わ な い 情 報 発信 は 、 ま さ に その 好 
例 と 考え られ る 。 こ の 意味 で は 、 情 報 の 地方 性 と いう 
の は 消滅 の 方 向 に 向かう と 考え られ る 。 


6 . 都 心 (中 心地 ) の 信 在 化 


通信 が 発達 し た 状態 で は 、 以 下 に 迷 べ る よう に 「 中 心 

地 (都心 ) の 毅 在 化 (どの 地点 も が 瞬時 に 中 心地 ( 都 

心 ) と な りう る 状態 ) 」 と で も 言う よう な 現象 が 起こ 

る と 考え られ る 。 

高度 な 通信 網 が は り め ぐら され た 状態 に お いて は 、 ま 

ず 、 ど こ に いて も 今 ま で 地理 的 に 中 央 で あっ た 地点 に 

即時 に 胡 接 アク セス 可能 で ある 。 こ の 場合 、 ア クセ ス 

し た 時 点 で 中 央 と 青 接 接続 され る こと に より 、 ア クセ 

ス 元 の 地点 は アク セス 先 の 中 央 と 、 中 心性 (都心 性 ) と 
いう 点 で 同格 と な り 、 そ の 結果 、 ア クセ ス 元 の 地点 全 

て が 中 心地 化す る こと に な る 。 

この よう に 中 心地 (都心 ) を 地理 的 に 一 箇所 に 集中 させ 
た まま で も 、 高 速 通 信 回 線 を 用 いて 中 心地 まで の アク 

セス に か か る 時 間 を ゼロ に 近づけ る こと に より 、 ど の 
地点 か ら も 等 し い 時 間 で アク セス で きる こと に な り 、 

中 心地 (都心 ) の 遍 在 化 を 実現 で きる 。 ホ スト 機能 が 一 
極 集中 し た パソ コン 通信 で 地理 的 空間 が 超え られ る の 


と 同様 で ある 。 た だ し 、 中 心地 (都心 ) 以外 の 全 地 域 に 
高速 回 線 を 引き まわ す 必 要 が ある 点 で は 、 中 心地 ( 都 
心 ) を 地理 的 に 分 散 化 さ せ た 場 合 と 相違 が な く 、 メ 
リツ トド ト は な が ない 。 お し ろ セ キュ リティ 和男 で デメ リッ ト が 
強い (地理 的 に 一 極 集中 し た 中 心地 (都心 ) が ダメ ー ジ 
を 受け る と 、 他 全部 が 駄目 に な る ) 
CS GS - 考 えら れる の が 、 中 心地 (都心 ) を 、 
地理 的 に 分 散 化 させ つつ 、 そ の 間 を 通信 回 線 で 相互 に 結 
ぶよ うに する 結果 を 生み 出す こと で ある 。 す な わ ち 、 
通信 回 線 に より 距離 感 ゼ ロ で 結ば れ た 複数 の 地点 同士 
が 、 そ こと つなが っ た 通信 回 線 を 媒介 し て 、 さ ら に 距 
離 感 で ゼロ で 、 他 の 複数 の 地点 と 結ば れ て いく 、 そ こ 
に 、 距 離 的 隔絶 感 の な い 無 数 の 地点 同士 を 対等 化 ・ 平 等 
視 する 感覚 が 生ま れる 。 そ の 結果 、 ど こ が 中 央 で どこ 
が 地方 か 分 か ら な く な り 、 ど の 地点 も が 同等 に 中 心 た 
りう る 程度 (中 心地 の 人 山 在 性 ) が 高まる 。 任 意 の 地点 
が 、 回 線 で 結ば れ た 他 の 全て の 地点 と 瞬時 に 接続 され 
る 可能 性 を 持つ こと に より 、 即 時 に 中 央 (中 心地 、 都 
心 ) と な りう る 。 
これ に より 、 中 心地 (都心 ) 機能 の セキ ュ リ ティ 上 の 
問題 は 解決 され る 。 ど の 地点 で も 瞬時 に 中 欄 機 能 を 代行 
で きる た め 、 居 炎 や 戦争 な どの 影響 で 中 央 政府 や 企業 
本 社 の 機能 が まひ する こと を 防ぐ 。 
いずれ に せよ 、 通 信 を 利用 し た 中 心地 の 馬 在 化 は 、 中 
央 と 地方 と の 地域 (空間 ) 的 融合 を も た ら す 。 な いし 
中 央 対地 方 格差 や 対立 を な くす 。 あ る い は 、 地 方 と 地方 
の 間 格 差 を な くす 。 ど の 地域 も が 地理 的 ハン ディ を 感 
じ ず に 対等 の 立場 ( こ 立 て る 。 
通信 の 高度 化 が 進め ば 、 従 来 地 理 的 な 中 心地 (都心 ) に 
置か れ て きた さま ざま か 機関 が 地理 的 に 街 の 中 心 に こ あ 
る 必要 は な く な る 。 通 信 の 持つ 空間 超越 機能 の お か げ 
で あら ゆる 地点 が (そこ へ の 即時 の アク セス の 可能 性 
を 確保 する こと に より ) 中 央 た りう る の で 、 各 機関 
を 、 立 地 条件 を 気 に せ ず 、 好 き な 場 所 に 構築 する こと 


が で きる (実際 に は 、 物 流 の 制約 を ある 程度 考慮 する 
必要 が ある が ) 。 現 に 、 研 究 機 関 に 関し て は 、 必 ず し 
も 交通 が 便利 と は 埋 え な いと ころ に 立地 し て いて も 、 
高速 通信 回 線 で 国内 世界 中 と 結ぶ こと に より 、 地 理 的 
ハン ディ を 感じ させ な い 人 研究 成果 を 出す こと か 出来 て 
いる よう に 思わ れる 。 

今 ま で 地縁 に お ける 中 心地 (都心 ) に 位置 し て きた 公 
的 ・ 私 的 機関 の 勤務 者 が 、 遠 離れ た バラ バラ な と こ 
ろ に 分 散 し て 、 皆 互い の 間 を 高速 通信 回 線 で 結ん で コ 
ミュ ニケ ーション を 取れ ば 、 機 関 の 実体 は 、 各 勤務 者 
の いる 地点 に 分 散 す る 形 で 成立 する こと で 、 機 関 自体 
が 所 有する 建物 な ど を 持た な く な っ て も よく な る 。 そ 
うい う 意 味 で 、 官 公 庁 ・ 企 業 体 と いっ た 機関 は 、 有 形 に 
存在 する 必要 すら な い 。 

結局 、 通 信 の 発達 は 、 あ まね く 異 な る 地点 の 中 心性 ( 都 
心 で ある 度合 い ) の 等 値 化 を 促す 。 ど の 地点 に いて 
も 、 あ た か も 互い に すぐ そば (と いう 等 距離 ) に いる 
か の よう に 振る 舞 え る 通信 の 特性 は 、 そ の 高度 化 ( マ 
ル チ メ ディ ア 化 な ど ) に より 、 従 来 の 中 央 対地 方 と い 
う 地 域 対 立 ・ 地 域 階層 化 の 構図 を 解消 する 。 


7 . 国 家 の 帆 在 化 


中 心地 の 遍 在 化 は 、 全 国 レ ベル で 考え れ ば 、 首 都 機能 
(国家 機能 ) の 多核 分 散 ( 遍 在 ) 化 を 意味 する 。 国 家 の 
中 心 が 、 現 在 の よう に 特定 の 首都 に の み 集中 し て 存在 
する 状態 か ら 、 国 中 どこ か ら も あたかも 等 距離 に ある 
感覚 で 、 国 民 の 前 に 現れ る こと に な る 。 

通信 の 高度 化 が 進め ば 、 社 会 の 中 心 に 位 殴 すべ き 行 政 機 
関 (官庁 ) が 、 地 理 的 に その 国 の 中 央 部 と 考え られ る 場 
所 に 集中 し て 建設 され な く て も よく な る 。 尋 な る 地域 
に バラ バラ に 設 軟 し て 、 そ の 間 を 高速 回 線 で 結べ ば 、 
地理 的 室 間 を 超え た 統一 体 と し て の 中 央 政府 が 出来 上 が 


る 。 首都 機能 を 果たす の は 一 人 一 人 の 人 間 (建物 で は な 
い ) の だ か ら 、 そ の 人 間 同 士 が 回 線 で つなが れ て いれ 
ば 、 人 が どこ に いよ うと 首都 と し て の 機能 は 末 た せ 


る 。 

国家 機能 の 通信 を 用 いた 分 散 は 、 地 方 と 中 央 と の 対等 化 
を 促す 。 地 方 に いて も 今 ま で の 中 央 に いる の と 同じ 生 

活 上 の メリ ッ ト を 誤 受 で きる (その 逆 も あり ) 。 地 方 

と 中 央 と の 境界 が あい まい に な り 、 地 方 自治 (と その 

裏返し の 中 央 集権 ) の 概念 が な く な る 。 

地方 と 中 央 と の 区 別 が な く な る ( 「 地 方 性 」 が 消滅 す 

る 、 地 方 と 中 央 と が 同等 の 位置 に 立つ ) こと は 、 従 来 一 
定 地域 に 限定 され た 政策 を 代表 し て きた 地方 自治 体 の 存 
在 意義 が 注 れ る こと を 意味 する 。 そ れ は どの 地域 か ら 

も 等 距離 感覚 で 他 の 任意 の 地域 へ と アク セス で きる よ 

うに な る こと で 、 政 策 の 地域 限定 と いう こと の 意義 が 

薄れ る か ら で あ る 。 閣 来 的 に は 、 現 在 の 、 思 考 が 地域 

に 限定 され た 、「 地 元 」 利 益 誘導 に 熱心 な 世代 か ら 、 地 
域 の 東 縛 か ら 和 解放 され た 広域 ネッ トワ ー ク 世代 へ と 移 

行 が 起こ る こと に より 、 様 々 な 異な る 価値 観 に よっ て 

立つ 、 構 成員 同士 が 各々 同一 の 価値 で 結ば れ た 、 地 域 や 
地方 を 超え た 広域 政策 集団 が 自発 的 に 発生 ・ 並 立 し て 、 
従来 の 議員 出身 地 の 各 地方 の 利害 に 囚われ た 政党 の あり 
方 を くつ が えす こと に な る と 考え られ る 。 

国家 の 通 在 化 に より 、 従 来 の 首都 機能 の 地理 的 な 一 極 集 
中 を 前 提 と し た 起 都 論 は 根本 的 に 見 衣 し を 人 迫 ら れる こ 

と に な ろう 。 な ぜ な ら ば 、 通 信 に よる 地理 的 空間 の 超 

越 に より 、 広 域 分 散 型 の 首都 機能 が 実現 可能 と な る か ら 
で ある 。 和 首都 機能 の 分 散 に は 交通 より も 通信 を 使っ た 

方 が 効果 的 で ある 。 離れ た 距離 で も 一 瞬 に し て つなが 

る か ら で あ る 。 通 信 を 活用 する こと に より 、 よ り 離 れ 

た 地点 へ と 機能 を 分 散 し て 薄く こと が 可能 と な る 。 


8 . 居 住 ・ 勤 務 地 の 最適 化 


通信 が 発達 する と 、 個 人 の 最適 地 居住 な いし 勤務 が サ 
ポー ト さ れる よう に な る 。 

どの 地点 も が 即時 に 中 心地 に な りう る と いう こと は 、 
通信 イン フラ の 立場 か ら 見 た 場合 、 ど の 地点 へ 住ん で 
も 、 ほ ぼ 同 一 の 高度 な 通信 環境 (イン ター ネッ ト な 
ど ) が 得 ら れる こと を 示す 。 ど の 地点 へ 住ん 人 で も 、 他 
の 任意 の 地点 に 対し て 、 あ た か も 等 距離 (距離 ゼロ ) 
に ある よう に アク セス で きる の で 、 任意 の 地点 を 選ん 
で そこ に 居住 ・ 動 務 し て 構わ か いこ と に な る 。 こ れ 
は 、 言 い 換 える な ら 、 通 信 が 発達 し た 状態 で は 、 人 々 
は 、 自 分 に と っ て 最適 と 考え られ る 地理 的 位 殴 で 生活 
し 続け る こと が で きる よう に な る こと を 示す 。 

人 々 は 、 現在 の よう に 、 例 えば 通勤 時 間 の 関係 で 大 都市 
近郊 に 住む と いっ た 必要 が な く な る 。 転 動 が あっ て 
も 、 変 更 の あっ た 勤務 先 に 通信 先 を 変更 する だ け で あ 
り 、 自 ら は 居住 ・ 和 勤務 地 を 変え る 必要 が な い 。 一 度 、 気 
に 入っ た 地点 に 住居 を 構え た ら 、 ず っ と そこ に 住み つ 
つづ ける こと が で きる 。 と こし に 佳 お か だ いう こと に つい 
て の 基準 が 、 従 来 の よう に 例え ば 通勤 に 便利 で ある と 
いっ た 点 か ら は 大 きく 変わ り 、 従 来 の 大 都市 剛 か ら 離 
れ た 小さ な 町 で あっ て も 居住 者 福祉 が よ り 充実 し て い 
れ ば そこ へ の 居住 を 選択 する 人 が 大 勢 出 て くる と いっ 
た 人 日 移動 の 事態 が 起き る こと が 考え られ る 。 
ある い は 、 モ バイ ル 技 術 の 利用 に より 、 地 理 的 に 移動 
し な が ら で も 、 絶 え ず 同一 の 高度 な 通信 環境 を 維持 す 
る こと が で きる た め 、 移 動 中 も 、 定 住 し て いる の と 人 
色 な い 生 活 が で きる よう に な る と 考え られ る 。 寒 けれ 
ば 暖か いと ころ 、 著 けれ ば 涼し いと ころ な ど へ と 、 渡 
り 烏 の よう に 自由 に 季節 移動 し て 勤務 する こと が 可能 
と な る 。 モ バイ ル 用 オフ ィ ス の 居住 形態 と し て は 、 
キャ ン ピ ビ ピング カー や モバ イル ホ ( ス ) テル (移動 勤務 
者 用 の 集合 宿舎 ) な ど が 考え られ る 。 


9 . 生 活 の 不動 化 


電信 が 発達 する と 、 動態 的 社会 (人 が 地理 的 空間 上 を 動 
く 社会 ) か ら 、 静 態 的 社会 (人 が 地理 的 空間 内 の 一 箇所 
半 時 本 WT ターREF 
予想 さる 。 
通信 中 心 の 社会 が 到来 する と 、 人 々 は 、 通 信 端 末 の 前 に 
座っ た まま 、 長 時 間 動か な く な る こと が 予想 され る 
一 日 中 、 テ レビ の 前 に 座っ て いる の と 同じ 状態 ) 
同一 場所 (例え ば パソ コン の 薄 か れ た 机 の 前 ) に 留 
まっ た まま で 、 通 信 瑞 末 を 操っ て さま ざま な 地点 へ と 
瞬時 に 何 の 苦 労 も な く 次 々 と 接続 し 渡り 歩く こと が で 
きる か ら で あ る (ネッ ト サ ー フ ィ ン と いわ れる 現象 が 
si で の る のり 。 
身体 が じっと し て いる 状態 が 長く 続く 状態 は 、 決 し て 
病理 的 現象 で は な い 。 従来 で も 、 電 車 、 自 動車 で は 、 空 
間 的 に は 移動 する が 、 中 に いる 人 た ち は 上 座席 に じっと 
し て 座っ て いる (か 立っ た まま で 移動 し な い ) 。 乗り 
物 自体 は 移動 し て も 、 中 に いる 本 人 が じっと し て 動か 
が 5 上 で ば 軸 信 と 同じ と 言え る 。 ボワ イト カラ ー 、( 
役 事 務 職 ) に つい て 言え ば 勤務 中 も 机 に 座っ て 動か な 
いこ と が 多い 。 し た が っ て 、 人 の 身体 が 動か な い 状 態 
は 現状 で も 十分 存在 し 、 通 信 中 心 の 社会 が 到来 し て 人 が 
動か な く な る と 言っ て も 、 生 活 パ ター ン が 全く 変化 す 
0 
ズ に 進む は ず で ある ) が 、 生 活 上 の 「 不 動 性 」 
隊 、 和 通 に 本 現在 に 比べ て より 
徹底 され る 。 


1 0 . お わり に - (通信 の 限界 と 交通 の 必要 性 ) 


特 来 の 通信 の 発展 を 見 極め る に は 、 従 来 の 交通 を 用 い 
て 行わ れる コミ ュ ニ ケー ショ ン で 、 何 が 通信 で 代 其 可 


能 で 、 何 が そう で な いか を 見 極め る 必要 が ある 。 

この 問題 を 解決 する に は 、 従 来 行 われ て きた 、 通 信 に 
よる 交通 の 代替 に つい て 考察 する (例え ば 、〔 錠 木 
1992] ) の で は な く 、 逆 に 、 ど うい う 場 合 に 、 人 が 通 
信 を 使わ な いで 、 交 通 を 用 いて (自ら の 物理 的 身体 を 
空間 移動 させ て ) コミ ュ ニ ケー ショ ン し よう と する 
か 、 の リス ト ア ッ フ か 必要 と な る 。 

その 際 、 通 信 回 線 利用 料金 の 高 さ な ど と 経済 的 要因 に は 目 
を つむ る と する (通信 が 発展 すれ ば いずれ クリ ア さ れ 
る 問題 で ある か ら ) 。 

現時 点 で 考え られ る 通信 だ け で は 不 十 分 な 場合 と し て 
は 、 

(1 ) 会 合 に お ける 電子 部 品 の よう な 物 的 資料 の 手渡 
し な ど 、 人 と 人 と の 出会い が 物資 の 移動 (物流 ) を 同時 
に 伴う 場合 、 

(2) 宴会 や 食事 の よう に 、 現 代 の 通信 が サポ ー ト す 
る 和 視聴覚 以外 の 、 触 覚 ・ 覚 な どの 共有 が 必要 な 場合 が 
考え られ る 。 

以上 の 問題 と 関連 する こと で ある が 、 高 度 通信 社会 へ 
の 対応 は 、 ホ ワイ トカ ラー (事務 員 ) で は 進み 、 ブ 
ルー カラ ー (工員 ) で は 遅れ る こと が 考え られ る 。 ホ 
ワイ トカ ラー は 、 オ フィ スワ ー ク 中 心 で あり 、 作 成す 
る 資料 は 0 A 化 に より 電子 化し て 通信 回 線 に 乗せ て 自由 
に 流通 させ る こと が で きる の で 、 通 信 の 思 恵 を 受け る 
こと が で きる の に 対し て 、 ブ ルー カラ ー (例え ば 自動 
車 整備 工 ) は 、 具 体 的 な モノ の 取り 扱い が 中 心 で あ 

り 、 取 り 扱 う 物 資 や 物資 を 取り 扱う た め の 機 械 を 通信 
回 線 に 乗せ られ な いか ら で あ る 。 ブ ルー カラ ー は 、 通 
信 が 高度 化し て も その まま で は 従来 通り 現場 (物資 や 
機械 が ある 地点 ) まで 交通 機関 を 使っ て 自ら 足 を 運ば 
な が けれ ば な ら な い 、。 

ブル ー カ ラー が 通信 の 恩恵 を こう むる に は 、 自 分 か ら 
酔 れ た と ころ に ある 機械 や 物資 を 、 オ ン ラ イン で リ 
モー トコ ント ロー ル す る こと が で きる よう に な る 必要 


が あり 、 そ の た め に は 、 例 えば 通信 衛星 ロボ ッ ト の 遠 
隔 操作 の よう な 仕組 み が 必 要 と な る 。 な お 、 ブ ルー カ 
ラー で も ソフ トウ ェ ア 製 造 者 は 例外 的 に 、 通 信 の 恩恵 
を 受け る こと が で きる 。 生 産 手 段 や 製品 を オン ライ ン 
で 獲得 する (例え ば 遠隔 地 に ある ワー クス テー ショ ン 
に 電話 回 線 を 通じ て リモ ー ト ログ イン し て プ ブログ ラム 
を 作成 する ) ・ 流 通さ せる (例え ば イン ター ネッ ト や 
パソ コン 通信 で プロ グラ ム を 配付 する ) こと が で きる 
か ら で あ る 。 
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上 記 の 文章 を 書い て か ら 10 年 経過 し た が 、 日 本 社会 の 現 
実は 、 上 記 で 書い た 通り に は な ら ず 、 今 まで 通り か 、 
むし ろ 逆 行 す る も の と な っ て いる よう に 思わ れる 。 
その 原因 と し て 考え られ る こと を 以下 に まとめ た 。 
企業 等 で 働く 社員 が 、 物 理 的 に 一 力 所 に 集合 せ ず に 
の 
に な る 条件 は 、 光 イン ター ネッ ト の 普及 と か で 、 以 
前 に 比べ て 格段 に 条件 は 整っ て き て いる と 個人 的 に は 
し か し 、 情 報 漏洩 対策 や セキ ュ リ ティ の 問題 で 、 企 業 
が 、 社員 が オフ ィ ス 外 で 自由 こ 働く の を 好ま な いと い 
う の が ある 。 例 えば 、 新 幹線 で PC 開い て 作業 し て いた 
ら 、 隣 の 人 に 画面 見 られ て 、 企 業 秘密 が 漏れ る と か い 
う も の で ある 。 
CO の ( よ 。 NN 
社 側が 労働 時 間 を カウ ント する た め に は 、 以 前 か ら 行 
われ て いる 、 社 員 が 会 人 こ 一 定時 刻ま で に 
出勤 し 、 そ こ で 働い て 、 退 社 打 刻 を する よう に 仕向 け 
る と いう の が 一 番 勤務 時 間 の 管理 が や りや すい と いう 
の が ある の だ ろう 。 企 業 が 給 を 労働 時 間 ベ ー ス で 支 
払う 慣行 が 続く 以上 、 こ の 間 題 は な く な ら な いと 思 
る 。 
後 は 、 社 員 が ちゃ ん と 仕事 を し て いる か 見 張る の が 、 
社員 を オフ ィ ス に ー カ 所 に 集め て リア ル タ イ ム で 重 接 
目 で 緊 視 する の が 一 番手 っ と り 早 いと 考え られ て いる 
0 この 辺 、 テ レビ 会 議 で 相手 を 
監視 する の も あま り 臣 視 精度 と か 変わ りな いん で は な 
いか と いう 気 も 個人 的 に する が 、 企 業 側が 、 社 員 に 証 
接 物 理 的 に 指導 、 制 裁 を 加え られ る 可能 性 を 取っ て お 
きた い の か な と いう 気 も する 。 
さら に 、 こ れ は 、 日 本 と か 東 ア ジア の 集団 行動 を 好む 
社会 に 特有 な の か も 知れ な い が 、 社 員 の 個人 行動 を 嫌 


が り 、 な る べく 団体 で 、 み ん な 一 緒 に いる の を 好む と 
いう 風潮 が ある よう に 思わ れる 。 オ フィ ス に 揃っ て 同 
じ 時 刻 に 集合 し 、 同 じ 場 所 で 同じ よう に 働き 、 同 じ 時 
刻 に 拉 っ て 昼食 を と り 、 抽 っ て 残業 し 、 み た いな の を 
よし と し て 、 各 自 が 物理 的 に バラ バラ な 場所 で 自由 に 
作業 を する の を 、 思 ま し く な いと いう 心情 が ある 程度 
存在 する の も 、 原 因 の よう な 気 が す る 。 

も う 一 つ 問 題 と な る の が 、 会社 に 出勤 し な いで 働く 社 
員 の 自宅 と か の 居住 兼 作業 スペ ー ス の 創出 、 維 持 に 関わ 
る 費用 、 通 信 費 用 を 会 社 側 が どう や っ て 算出 し 負担 す 
る か と いう 問題 が ある と 思わ れる 。 こ の 算出 基準 が 今 
の と ころ 、 ど う も は ほっ きり し て いな いと いう の が ある 
の で は な い だ ろ うか ? 場合 に よっ て は 、 社 員 が 自宅 に 
オフ ィ ス の 場所 を 確保 する た め 、 勤 務 す る 部 屋 を 用 
意 、 造 成す る た め に 自宅 を 増 改 築 す る と いう こと も 考 
えら れる し 、 そ の 費用 は 誰が いく ら ま で 負担 する か と 
か いう 問題 が つき まとう 。 そ の た め 、 企 業 側が 、 居 
住 ・ 勤 務 地 最適 化 の 実現 に 二の足 を 踏ん で いる と いう 
こと も ある と 思わ れる 。 

し か し 、 と りあ え ず 、 ワ ー カ ー が か 勤務 する 部 屋 を 造成 
し な いと 、 在 宅 勤務 は 進ま な い 。 

この 問題 を 解決 する た め に 、 組 み 立て 、 分 和解 可能 で 
既存 の 家屋 の 中 に カプ セル と し て 組み 込み 可能 な 、 ユ 
ニッ ト 風 呂 み た いな 、 ユ ニッ ト 勤 務 室 、 ユ ニッ ト オ 
フィ スル ー ム を 用 意 す る 、 レ ンタ ル す る と いう 方 法 が 
ある 。 

あめ るい ほ 、 そ うし た ワーク ルー ム 、 オ ライ ヌメ ルー ム 
を 、 郊 外 の 団地 や マン ショ ン 、 一 戸建て 住宅 に 最初 か 
ら 、 組 み 込 ん で 造成 する と いう の も 考え られ る 。 

も し く は 、 小 さ な 個 人 用 の ワン ルー ム て 簡易 住宅 兼用 
の オフ ィ ス ルー ム を 、 イ ンタ ーネット 喫 革 の 個室 みた 
い に 、 郊 外 の 住宅 近辺 に た くさ ん 人 造成 し 、 誰 で も 手軽 
に その 都度 借り る こと が で きる よう に する 、 と いう 手 
も 考え られ る 。 


日 本 の 地方 や 大 都市 で も 根強い 伝統 的 な 閉鎖 的 定住 民 社 
会 の 観点 か ら は 、 民 し げ な よそ 者 が や っ て くる と いう 
の で 排 圧 運動 が 起き る こと も 考え られ 、 そ の 点 で も い 
か に すれ ば 受け 入れ られ る の か 注意 、 検 討 が 必要 で あ 
る 。 


We 上 記 内 容 の 進展 が 上 手 く 行き 始め て いる 
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上 記 の よう な 、 社 会 の 「 通 信 社 会 化 」 は 、2020 年 初頭 か 
ら の 新型 コロ ナウ イル ス の 全 世 界 的 な 流行 に より 、 通 
勤 ラ ッシュ や オフ ィ ス で の 人 間 の 密集 が 徹底 的 に 避け 
られ る よう に な っ た こと で 、 一 大 に 進展 し つつ ある 。 
この 年 は 、「 交 通 中 心 社会 」 か ら 「 通 信 中 心 社会 」 へ の 
重大 な 転換 点 と し て 、 歴 史 的 に 記憶 され る も の と な 

る 。 筆 者 の 予想 は 、 結 局 、 当 た っ た こと に な る 。 自 宅 
オフ ィ ス で の ネッ ト を 介し た 業務 内 容 の や り 取 りか が 当 
た だ たり 前 と な っ つて いる 。 ある いい ば 、 ネ ッ ト 上 に 、 パー 
チャ ル な オフ ィ ス を 、 ク ラウ ド ベ ー ス で 建立 する 動き 
が 活発 化し て いる 。 従来 の 通勤 に よる オフ ィ ス ワー ク 
は 、 マ テリ アル を 伴わ な い 場 合 は 、 自 宅 オ フィ ス や リ 
モー ト オ フ ィ ス に よっ て 、 ど ん どん 駆 用 さ れ て いく だ 
ろう 。 鉄道 の よ うな 交通 機関 は 、 旅 客 中 心から 、 物 流 中 
心 に 移行 する だ ろう 。 あ る い は 、 人 郊外 の 駅 が 、 リ モー 
ト オ フ ィ ス の 集積 する 場所 に な る だ ろう 。 


核 オ フィ ス 化 の 進展 に つい て 


通信 が 高度 に 発達 し た 状態 に あっ て は 、 ど の 空間 か ら 
どの 室 間 へ も が 、 互 い に 等 距離 、 よ り 正 確 に は 距離 感 
な し て 到達 可能 で ある 。 一 つ 一 つの 空間 を 独立 させ つ 
つ 空 間 同 士 を 通信 回 線 で 結合 し た と き 、 そ れ ら の 空間 


が 互い に どん な に 離れ て いて も 、 通 信 の 空 F 間 連結 作用 
に より 、 あ た か も ひと まとまり と な っ た 空間 の よう に 
提 え られ る 。 こ れ を オフ ィ ス に 応用 する と 、 オ フィ ス 
の 各部 緒 、 各 人 の 席 が ラン ダム に 分 散 化 さ れ て も 、 通 
信 に よっ て まとまり を 雑 持 で きる こと に な る 。 
オフ ィ ス の 通信 手段 は 、 従 来 は 電話 が ほとん ど で あ っ 
た 。 電 話 が 1 対 1 の コミ ュ ニ ケー ショ ン し か サポ ー ト 
し が が だ の に 半 じ て 、 通年 ヨン ピ ョ ー タ に よる 
デー タ 通 信 が 多 対 多 の コミ ュ ニ ケー ショ ン を サポ ー 
する よう に な っ た た め 、 互 い に 離 れ て いて も 組織 と し 
て の まとまり を 格段 に 維持 し や すく な っ た 。 こ れ に 伴 
テラ イド オラ イス ここ デ テレ ウー ク の 光ら いう 形 
の オフ ィ ス の 分 散 化 、 お よび 、SOHO 
(SmallOffice,Home Ofice) と いう 言葉 で 表 さ れる オ 
フィ ス の 小 規 模 独 立 化 が 徐々 に 進展 し つつ ある 。 
従来 の 分 散 オ フィス の 構成 は 、 多 人 数 の 組織 成 貞 が 一 堂 
に 会 する ヘッ ド オ フィ ス が まず あり 、 そ れ に ぶら 下 が 
(従属 する ) 形 で 個人 な いし 小 集団 毎 の サテ ライ ト 
オフ ィ ス が ある 、 と いっ た 構成 に な っ て いた 。 言わ 
ば 、 ヘ ッ ド オフ ィ ス の 存在 を 前 提 と し た サテ ライ ト オ 
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時 (地理 的 空間 に お ける ) 三 遍 在 性 が 残存 する こと 
に な る 。 す な わ ち 、 た ヘッ 
ド オ フィ ス の ある 同一 地点 まで 紅 拉 っ て 通勤 し な けれ 
ば な ら ず 、 ヘ ッ ド オフ ィ ス の 空間 的 位置 に 集団 で 束縛 
され な けれ ば な ら な か っ た 。 
また 、 小 規模 独立 型 の S 0 H 0 は 、 少 人 数 で 独立 し た 個 
人 経営 の 会 社 な ど に の み 導 入 さ れ 、 大 規模 な 官庁 ・ 会 社 
組織 は 、 従 来 通 り の 、 多 人 数 が 同一 の 広大 な 空間 を 共有 
し 合う 形 の 大 規模 疾 独 立 型 の オフ ィ ス に と と まる の が 
通例 で あっ た 。 大 規模 疾 独 立 型 オフ ィ ス で は 、 勤 務 者 同 
士 が 同じ 地理 的 位 首 を 共有 する 必要 が あり 、 そ の 点 で 
地理 的 空間 の 制約 を 伴う も の で ある 。 
今後 の 大 規模 な 官庁 ・ 企 業 組織 の オフ ィ ス は 、 


「nuclear ( 核 ) オフ イス 」 と で も 呼べ る 最小 単位 の バラ 
バラ で 各々 が 自足 性 を 持っ た オフ ィ ス ー つ 一 つ を 高速 
通信 ネッ トワ ー ク で 群れ を な す 形 で 互い に 結ぶ こと に 
より 、 地理 的 空間 の 制約 を 離れ て 、 自 由 自 在 に 組織 を 組 
み 立 て る こと が 可能 と な る と 考え られ る 。 一 つ 一 つの 
小さ な オフ ィ ス は 例え 互い に バラ バラ に 離れ て いて 
も 、 通 信 の 「 空 間 連 結 機能 」 に より 、 互 い に 接 続 さ れ て 
ひと まとまり の ネッ トワ ー ク 組織 を 生成 する と 考え ら 
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すなわち 、 通 信 ネ ットワーク の 高度 化 に 伴い 、 ヘ ッ ド 
オフ ィ ス が バラ バラ な 一 人 用 個室 の 群れ に 分 解 され 、 
オフ ィ ス と し て 独立 存在 可能 な 最小 単位 と し て の 「 核 
オフ ィ ス 」 の 集合 体 と し て 現れ る 。 こ の よう に 、 オ 
フィ ス の 機能 を 究極 まで 縮め て 、 本 質 的 機能 の み を 取 
り 出 し た 、「 核 化し た 」 状態 は 、 オ フィ ス ・ ミ ニ マ ム 
(オフ ィ ス と し て 成立 する に 必要 な 最小 限 の 機能 を 備 
えた 状態 ) と で も 呼べ る で あろ う 。 

核 オ フィ ス に お いて は 、 一 人 一 人 は 個室 に し て 空間 的 
に は 外界 と 遮断 され る が 、 通 信 回 線 に より 、 他 の 任意 
の 個室 と の 連絡 が 可能 で あり 、 外 界 へ の コミ ュ ニ ケー 
ショ ン の 開放 性 は 維持 され る 。 

ヘッ ド オ フィ ス の 核 オ フィ ス へ の 分 解 は 、 

( 1 ) オフ ィ ス を 個室 化し て オフ ィ ス 機能 を 個別 ・ 独 
立 化 さ せる 、 

( 2 ) オフ ィ ス の 位 連 を 空間 的 に 分 散 ・ バ ラバ ラ 化 す 
る 、 

と いっ た 手順 で 行わ れる と 考え られ る 。 

ヘッ ド オ フィ ス が 消滅 し た 状態 で は 、 バ ラバ ラ な 一 人 
だ け の 個人 空間 か ら な る 各々 互い に 独立 し た 核 オ フィ 
ス を 寄せ 集め て 、 組 織 を 組み 立て て いく こと に な る 。 
組織 は 、 核 オフ ィ イス と いう バラ バラ な 任意 の 地点 に あ 
る 細胞 同士 を 通信 回 線 で 自由 に 結ぶ こと に より 成立 す 
る 。 各 個人 に 割り 当て られ る オフ ィ ス は それ ぞ れ が 自 
己 完結 し て いる ( 1 つ だ け で 自立 で きる ) 状態 と な 


る 。 
核 オ フィ ス が 持つ 利点 は 
( 1 ) 互い 【 - 離 れ た 位 連 こ 存 在 す る 者 同士 を 一 つの ま 
MSH ュ ニ ケー ショ ンチ ャ ネル 上 て で 統括 で 
き 、 地 理 的 空間 に 依存 し な い 形 で 組織 を 自由 に 作成 ・ 改 
受 ・ 維 持 で きる よう に な り 、 組 織 の 地理 的 遍 在 性 を 持 
た せる こと が 可能 と な る 。 核 オフ ィ ス は 、 そ うし た 点 
で 、 上 記 で 迷 べた 中 心地 の 衣 在 性 、 国 家 の 通 在 性 を 実現 
Sa の の 。 
) 核 オ フィ ス の 間 を ネッ トワ ー ク で 結ぶ こと に よ 

生 0 の も 対応 し た オフ ィ ス シス テム 
を 構築 する こと が 可能 と な る た め 。 組織 を 構成 する 一 
人 一 人 が 働く 、 オ フィ ス の 地理 的 室 間 上 の 位 賞 は その ま 
ま 変 更 し な いで 、 組 織 の 付け 替え だ け を 行う こ 5 
きる の で 、 組 織 変更 の 自由 が 利く (統廃合 が 簡単 に 
時 Pe PP で 223 の 
組織 再編 の コス ト が か か ら な い ) 。 
と いっ た 点 が 考え られ る 。 
核 オ フィ スカ か 出現 ・ 普 及 し て くる 背景 と し て は 、 通 信 
の 発達 久 外 に は 

1 ) 個人 の プラ イバシー 確保 に つい て の 意識 の 高 ま 
り と 、 そ れ が も た ら す 既存 の 住宅 に お ける 各部 屋 の 個 
室 化 ( 核 化 ) の 進展 、 さ ら に オフ ィ ス の 各 人 の スペ ー 
ス の パー ティ ショ ン 設 定 に よ る 独立 度 の 高まり 、 が ま 
すず 考え られ る 。 あ る い は 

) 各 人 が 地理 的 制約 を 受け ず に 自分 の 好む 立地 条 
件 の 勤務 地 を 選択 し よう と する 傾向 、 そ の 場合 、 ど の 
地点 に 勤務 し た いか が 個人 毎 に 異な る (個人 毎 の 個性 
が 出 て くる ) た め 結 果 的 に 各 人 の 望む 勤務 地 が 各 人 毎 
に バラ バラ と な る で あろ うこ と が 考え られ る 。 
核 オ フィ ス の 装備 すべ き (最小 限 の ) 機能 は 

1 ) 作業 (社会 的 機能 を 生産 ・ 作 成す る 場 の 確保 、 
学習 ・ 思 考 ・ 装 断 を する 場 の 確保 ) 
(2) 通信 ( 他 の 核 オ フィ ス と の 連絡 手段 の 確保 、 コ 


ンピュータ WAN の 設備 な ど ) 

(3) 居住 (住み ご こち の 良さ の 確保 、 エ アコ ン ・ 湯 
沸 の 設備 な ど ) 
近辺 と 考え られ る 。 

桜 オフ ィ ス に 必要 な 機器 は 、 従 来 の サテ ライ ト オ フ ィ 
ス に 必要 な 機器 と 基本 的 に は 同一 で ある と 考え られ 

る 。 プ リン タ な ど と 従来 の オフ ィ ス で は 複数 人 が 共用 し 
て いた 機器 も 、 一 人 一 台 持 つ 必 要 が ある 。 核 オフ ィ ス 
の 普及 に は 、 オ フィ ス 機 器 の 小型 化 ・ パ ー ソ ナラ イズ 
化 が 進展 する 必要 が ある 。 

核 オ フィ ス の 各 勤 務 者 に 合わ せ た 分 散 化 の 形態 と し て 
は 、 以 下 の 3 つが 考え られ る 。 

(1 ) 在宅 勤務 現在 勤務 者 が 居住 する 住宅 (社宅 な 
ど ) の 各 世 帯 に オフ ィ ス 機能 を 付け る 。 部 屋 の 1 ~ 数 
室 を オフ ィ ス と し て 改造 する 。 

( 2) テレ コミ ュー ティ ング 集合 カブ セル 方 式 オ フィ 
ス を 採用 する 。 オ フィ ス 個 室 の 集合 か ら な る 建物 を 住 
宅 の 近辺 に バラ バラ に 建て る 。 建 て る の は 、 和 勤務 者 が 
自宅 か ら 数 分 で 通え る 地点 と する 。 1 つ 1 つの オフ ィ 
ス 部 屋 が 完全 に 個室 と し て 独立 し て お り 鍵 が か か る よ 
うに な っ て いる 。 各 部 屋 を 企業 ・ 官 庁 と 個別 に 契約 す 
の 。 

( 3 ) モバ イル オフ ィ ス 上 記 の オフ ィ ス は 定住 オフ ィ 
ス で あり 、 場 所 が 決ま っ て いて 動か せな い 。 ワ ー カ ー 
は そこ へ 通わ な けれ ば (在宅 の 場合 は 居 続 け な か な けれ 
ば ) な ら な か っ た 。 モ バイ ルオ フィ ス は 、 (a) オフ ィ 
ス 機 器 を 小型 ・ 携 帯 化 する こと に より 、 (b) オフ ィ ス 
の 居住 空間 を 移動 可能 と する こと に より 、 オ フィ ス の 
場所 を 上 臨機 応変 に 変え た る こと が で きる よう に し た も の 
で ある 。 
モバ イル オフ ィ ス に お いて 、 (a) に つい て は 、 オ フィ 
ス を 構築 する の に 必要 な 小道 具 (例え ば カメ ラ ・ 電 話 
機能 内 感 ノ ー ト パソ コン ) を 常に 持ち 歩き 、 出先 (外出 
先 ) で ワン タッ チ で 一 人 用 の 核 オ フィ ス を 構築 で きる 


よう に する こと が 考え られ る 。 情 報 コ ン セ ント を 町 中 
いた る と ころ (喫茶 店 な ど ) に 設け た り 、 な いし 携帯 
電話 を 利用 する こと で 任意 の 場所 か ら 他 の オフ ィ ス へ 
と 連絡 を 取る こと が で きる 。 (b) に つい て は 、 カ ー・ 
ボア イス の よう に 、 ラ アリ ンタ ファ アク シミ リ な と ど と み を 事 
内 に 整備 し て 、 ど こ へ 行っ て も 核 オ フィ ス が つい て 回 
の ホホ の に する こと が で きる 

一 人 一 人 が 独立 し た モバ イル 核 オ フィ ス を 持っ て 、 そ 
の モバ イル 核 オ フィ ス の 組み 合わ せ で 組織 を 作る の 
が 、 時 間 空 間 的 に 最も 自由 さ を 備え た 組織 で ある と 言 
える 

楼 オ フィ ス は 、 和 勤務 者 が 用 いる も の で ある が 、 学 校 の 
生徒 ・ 教 官 が 同様 の 環境 を 建設 ・ 利 用 する 場合 に は 、 
「 核 学習 室 ・ 研 究 室 」 と な る 。 一 人 一 人 が 独立 し た 、 か 
つ 空 間 的 に バラ バラ に 離れ る こと が 可能 な 学習 室 ・ 研 
究 室 を 持つ こと に より 、 従 来 は 生徒 ・ 教 記 が 一 つの 共 
同 の 場所 に わざ わざ 時 間 を 決め て 集合 し な けれ ば な ら 
な か っ た の を 、 人 到達 度 別 学 習 や 互い に 地理 的 に 離れ た 
場所 に いる 共同 研究 を 進め る の に 適し た 人 々 同士 を 結 
ん で 、 極 め て 自由 な 形態 で 設 資 する こと が で き る 。 
核 オ フィ イス に お ける 課題 と し て は 、 ユ ー ザ ー の オフ ィ 
ス 内 で ひと り ぼ っ ち に な る 寂し さ を 解 消す ナ る と と も 
に 、 ユ ー ザ ー の オフ ィ ス 内 で の プラ イヴ ァ シ ー を 保持 
する と いう 互い に 相反 する 要求 を 満た す 手 立て を 用 意 
し て お く 必 要 が ある 。 特 に 、 今 まで 大 部 屋 に 大 勢 が 同 
居 す る 方 式 を 取っ て きた 日 本 の 会 社 組 織 に な じ ま せ る 
た め の 方 策 を 考え る 必要 が ある 。 対 策 と し て は 、 遠 視 
鏡 で 互い に 他 の 複数 の オフ ィ ス に いる 同僚 を 同時 に 観 
奈 で きる よう に する な と が 、 考 えら れる , 
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感染 症 対策 と し て の テレ ワー ク と 核 オ 
フィ ス 、 自 宅 オ フィ ス 


自宅 オフ ィ ス は 核 オ フィ ス の 一 種 で あり 、 自 宅 兼 用 オ 
フィ ス と し て 日 常 生活 を 送る 場 で ある 。 
この 自宅 オフ ィ ス は 、 既 に 町 医者 等 の 自営 業 の 人 た ち 
が 実際 に 建て て 暮らし て いる 場 で あり 、 婚 存 の 事例 か 
ら 、 そ の 理想 像 を 追及 する こと が 可能 で ある 。 
例え ば 、 子 供 や 高齢 者 と いっ た 丘 生 産 的 で ケア の 必要 
な 家族 要員 を いか に 見 張っ た り 、 世 話 を する か に つい 
て の 工夫 が 自営 業者 の 建て て 住ん で いる 家 に は 既に 施 
され て いる こと が 考え られ る 。 
それ が 、 例 えば 、 新 型 コ ロナ ウィ ルス の よう な 急 な 地 
球 規模 の 感染 症 の 拡大 か ら 退 避 す る た め に 、 今 まで 職 
住 分 離 で 暮らし て きた 人 た ち が 突 然 、 職 住 融合 の 生活 
を 送る 必要 が 出 て き て 、 そ の た め に 、 職 住 分 離 を 前 提 
し て 設計 され 建て られ た 家宅 を いか に 職 住 融合 向け 
こ リ フォ ー ム し た り 、 ち ょ っ と し た 改装 や 模様 替え で 
1 適し た 住ま い に で きる か と いう こと か が 喫 
の 課題 と し て 出 て くる 訳 で ある 。 
すなわち 、 政 府 機関 か ら 自 宅 待機 の 要請 が 出 て か ら わ 
ず か の 期間 の うち に 、 今 まで 自宅 を 出 て 、 徒 歩 、 鉄 
道 、 バ ス 等 で 通勤 通学 を し て いた 人 た ち が 、 自 宅 マン 
ショ ン と か に イン ター ネッ ト 回 線 あ る い は 高速 モバ イ 
ル 回 線 を 開 胃 させ て 、 そ れ に カメ ラ 、 マ イク 機能 の 付 
いた パソ コン の よう な 端末 を 接続 させ 、 そ こ か ら 家 族 
が 今 ま で 通勤 し て いた 会 社 や 、 通 学 し て いた 学校 の 内 
部 ネッ トワ ー ク に 高度 な が セキュリ ティ を 保っ た 状態 で 
接続 し 、 オン ライ ン で 書 書類 や ノー ト 類 、 プレ ゼン テー 
ショ ン 資 料 等 を 作成 、 処 理 、 決 済 し た り 、 オ ン ラ イン 
教材 を 学習 し た り 、 あ る い は リア ル タ イ ム で の カメ ラ 
と マイ ク を 使っ た オン ライ ン 会 議 、 オ ン ラ イン 授業 に 
参加 し て 、 同 じ 会 社 の 他 の 人 た ちや 同じ 学校 の 他 の 教 
官 や 生徒 、 学 生 た ちと 、 和 青 接 面 と 向かっ て 話す の と 同 


様 局 、. ネ ツ ト を 人 ルト て 必要 な が ヨ ミュニケーション 、 情 
報 の や り と り を 行い 、 必 要 な 教示 を 受け 取る こと が 、 
束 に 当たり 前 の よう に な され る よう に な っ て いる 。 
これ は 、 自 宅 が その まま 勤務 、 学 習 用 途 の オフ ィ ス と 
し て 使わ れる こと が 、 自 営業 者 に 限ら ず 、 勤 労 者 の 
人 々 に と っ て も 急速 に 当たり 前 の こと に 転化 し た こと 
(0 
本 、 そ の まま だ と 、 自 宅 の 様子 が 全て 勤務 先 の 
時 作 中 PP に な る の で 、 何 ら か の 形 
で 、 自 宅内 を 、 隊 計 0 プラ イベ ー ト 
ゾー ン と 、 秘 密 が 勤務 先 、 通 学 先 に 公開 され て も 構わ 
な い 自 宅内 準 パ ブリ ッ ク ゾ ー ン と を 分 け て 運用 する こ 
と か 必要 で ある 。 
また 、 世 話 に 考 の か か る 子供 や 高齢 者 が オン ライ ン で 
の 自宅 作業 や 自宅 学習 に あま り 支 議 を 来 た さ な いよ う 
に 、 適 宜 オ ン ラ イン 勤務 作業 、 学 習 を 中 断 し て 世話 を 
する こと か 必要 に な る 。 そ の 人 点 、 従 来 の 勤務 先 に 出勤 
し て の 時 間 給 を 受け 取る や り 方 、 通 学 先 で 一 定 の 学習 時 
間 を 確保 する や り 方 で は 、 う まく 行か な いた め 、 勤 務 
時 間 、 学 習 時 間 そ れ 自 体 に は 重き を 糸 か ず 、 そ うし た 
時 間 主義 で の 評価 か ら 転換 し て 、 そ の 代わ り に 、 所 定 
期日 まで に どの くら い 人 仕事 が は か どっ た か 、 あ る い は 
どの くら い 学 習 が 進ん だ か を 評価 する 進捗 主義 、 成 果 
主義 で の 評価 に 、 勤 務 評 価 、 学 習 評価 が 急速 に 転換 する 
の 5 S 
現状 、 個 人 個人 を 感染 症 か ら 隔 離す る た め に 、 各 自 が 自 
2 前 電 に で いつ の 生生 の に - な す 必 要 
が 急速 に 生じ て いる の で あり 、 既 存 の 通勤 通学 者 に 
と っ て は 、 ま た 試行 錯 問 が 続い て いる と いえ る 。 
これ を 、 今 まで 一 通り 自宅 で 必要 な 作業 を こなし て き 
た 、 医 者 や 農家 、 自 宅 工場 主 、 士 業 の 人 た ちと いっ た 自 
営業 者 の 人 た ちの 生活 を 参考 に し つつ 、 高 速 外部 ネッ 
トワ ー ク 接続 を 前 提 と し た 自宅 オフ ィ ス で の 作業 の あ 
り 方 の 理想 像 を 早急 に 確立 する 必要 が ある 。 


この 場合 、 勤 務 、 学 習 環境 は 、 対 象 家庭 の あり 方 に よっ 
て 、 自 宅 オ フィ ス 化 の 方 が 良く な る か 、 よ り 不 良 に な 
る か が 分 か れ て くる と 考え られ る 。 

家庭 が 崩壊 し て いた り 、 家 庭 内 で 虐待 が 起き て いた 

り 、 家 庭 が 貧困 で 家庭 で は 十分 な 食事 が 用 意 で き な 
か っ た り 、 家 庭 で の 要 介 護 者 の 数 が 多 す ぎる 場合 は 、 
自宅 オフ ィ ス は 、 効 率 的 、 効 果 的 な な 作業 、 学 習 の 場 と 
し て は 残念 な が ら あ まり 機能 し な い 。 か と いっ て 、 運 
転 本 数 の 少な く な っ た 電車 や バス に 乗っ て 従来 の 会 
社 、 学 校 に 通う の で は 、 感 染 症 の 拡大 を 招い て し まう 
鞍 れ が 大 きい 。 

そこ で て 対策 と し て 考え られ る の が 、 自 宅 か ら 外 に は 出 
る が 、 距 離 的 に さほど 離れ て いな い 、 あ る 程度 交通 が 
便利 で 、 無 用 な 人 混み が で き な い と ころ に 、 従 来 の 公 
立 図書 館 の 個室 の 学習 室 の よう な 設備 の 和 オ フィ ス 
を 、 空 いた 駅 ビル の スペ ー ス や 、 使 われ な く な っ た 古 
い 団 地 の 部 屋 と か を リフ ォ ー ム し て ネッ トワ ー ク 環境 
も 整備 し て 大 量 供給 する こと が 考え られ る 。 事情 が 
あっ て 自宅 を その まま オフ ィ ス と し て 利用 で き な い 事 
情 を 抱え た 人 た ち は 、 そ うし た サテ ライ ト の 核 オ フィ 
ス に 通う よう に すれ ば 、 誰 に も じゃ まさ れず に マイ 
ペー ス で 仕事 や 学習 を 進め る こと が で き て 良い と 考え 
られ る 。 そ うし た 施設 に は 、 人 間 が 生物 で ある 以上 、 
自宅 オフ ィ ス 同様 に トイ レ や キッ チン や シャ ワー ルー 
ム を 用 意 する 必要 が ある 。 

テレ ワー ク で は 、 音 声 会 議 、 ビ デオ 会 議 、 あ る い は web 
ベー ス で の チャ ッ ト に よる 会 議 が 利用 され る 。 そ こ で 
は プレ ゼン テー ショ ン 資 料 や 学習 資料 を ネッ トワ ー ク 
の クラ ウド 上 に アッ プロ ー ド し て 、 出席 者 で それ を 共 
有する こと が 行わ れる 。 

対人 感染 力 の 強力 な 病原 体 の 大 流行 に 際 し て は 、 感 染 防 
止 の た め に は 、 ワ ー カ ー 同 士 の 物理 的 な 隔離 の 確保 
と 、 ワ ー カ ー 同 士 の イン ター ネッ ト 等 の ネッ トワ ー ク 
を 通じ た コミ ュ ニ ケー ショ ン の 確保 、 意 思 疎 通 、 意 思 


決定 の 確保 と が 両立 する 必要 が ある 。 

それ は 、 ワ ー カ ー 各 自 が 個別 に 別々 の カプ セル に 入っ 
て 了 離 され て 病原 体 へ の 感染 か ら 守 られ つつ 、 ワ ー 
カー 同士 の 今 ま で 通り の 共同 作業 が 相当 レベ ル ま で 可 
能 で ある こと の 実現 が 必要 で ある こと を 意味 する 。 
従来 ・ テ レ ワ ー ク で は 上 難し いと され て きた 物理 的 な デ 
バイ ス 、 部 品 、 あ る い は 患者 の よう な 生身 の 人 間 の よ 
うな 存在 も 、 一 か 所 に 存在 させ て 、 そ れ を ビデ オカ メ 
ラ 、 ス マ ホ カ メラ 、 ア クシ ョ ンカ メラ 等 に 映し て 、 そ 
の 映像 を リア ル タ イ ム で 視点 を 変え て 観察 、 検 証する 
こと が 、 宇宙 衛 星 と か の 離れ た 対象 の 遠隔 操作 と か の 
技術 の 大 幅 向上 や 、 ネ ットワーク 高速 化 技術 の 向上 で 容 
易 に な っ て き て お り 、 こ れ も 従 来 の 通勤 通学 を 前 提 と 
し た 業務 や 学習 の テレ ワー ク へ の 移行 を 促進 し て い 

る 。 
な お 、 人 間 に よ る 物理 的 な 移動 が どう し て も 必要 な 場 
合 に は 、 多 数 が 同時 に 乗り 合わ せ て 病原 体 へ の 感染 確率 
が 高い 公共 交通 機関 で は な く 、 個 人 で 動け る 自家 用 車 や 
バイ ク 、 自 転 車 で の 移動 が メイ ン に な っ て くる 。 あ る 
い は 、 公 共 交 通 機関 で も 個室 と 同等 の 機能 を 持つ 、 利 用 
客 毎 の 車内 で の 個別 空間 隔離 サー ビス の 開発 に より 、 感 
染 症 が 広まっ て も 、 あ る 程 度 安心 し て 利用 で きる よう 
に な る と 考え られ る 。 
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テレ ワー ク の 進展 と 交通 、 物 流 に 起き 
る 変化 


楼 オ フィ ス 、 そ の 一 種 と し て の 自宅 オフ ィ ス の 存続 に 
は 、 生 活 必需 品 の 物品 、 マ テリ アル 、 デ バイ ス の 、 物 


流 を 利用 し た 定期 的 な 宅配 が 不可 欠 で ある 。 

ある い は 、 空 いた 時 間 を 利用 し て の 生活 必 吉 品 の 買い 
出し が 必須 で ある 。 そ の 点 、 交 通 が な く な る こと は な 
くむ し ろ 活 発 化す る 一 面 も ある 。 

この 場合 、 大 き な 転 換 点 と し て は 、 交 通 は 、 核 オフ ィ 
ス 化 の 進展 に より 、 旅 客 移動 主導 か ら 物 流 、 貨 物 移動 主 
罰 選 が る と 計る 。 
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Iwao Otsuka (Aug 26, 2020) Ia3Er 水 KOcTI. 
KaccrDHKaTtM IIOBG ル CH I OOILeCTBa. IIDrMeHeHre K 

水 I3HIH II HCJTOBGKYV. 

Iwao Otsuka (Aug 26, 2020) 気体 と 液体 。 行 動 や 社会 の 分 
類 。 生 命 や 人 間 へ の 応用 。 


Iwao Otsuka (Sep 3, 2020) Elements of Iivabilty. 
Functionalism of life. Society as Ife. 

Iwao Otsuka (Sep 3, 2020) 家 居 的 要素 。 生 活 的 功能 主 尺 。 
社会 即 生活 。 

Iwao Otsuka (Sep 3, 2020) う jreMeHrpr 6aTOyCTDOeHHOCTI. 
①yHKItrOHaJTbHOCTb 汽 I3HI. (OO0recTBO KaK 3Hb. 

Iwao Otsuka (Sep 3, 2020) 生き や すさ の 素 。 生 命 の 機能 主 
義 。 生 命 と し て の 社会 。 


Iwao Otsuka (Sep 4, 2020) The laws of history. History as a 
system. History for life. 

Iwao Otsuka (Sep 4, 2020) 太 史 的 規律 。 訪 史 是 一 介 系 銃 。 
万 史 的 生命 。 

Iwao Otsuka (Sep 4, 2020) 3akogpr rcroprr. MIcroprg kak 
CHCTeMa. 上 CTODM Ha BCFO 水 H3Hb. 

Iwao Otsuka (Sep 4, 2020) 歴史 の 法則 。 シ ステ ム と し て の 
訂 昌 5。 汗 館 選 お る て の 歴 更 。 


Iwao Otsuka (Sep 21, 2020) Social Theory of Maternal 
Authority. A Society of Strong Mothers. Japanese Society as a 
Case Study. 

Iwao Otsuka (Sep 20, 2020) 母 恭 威 的 社会 理 谷 。 勢 母 
泰 的 社会 。 以 日 本 社会 刃 介 案 研究 。 

Iwao Otsuka (Sep 20, 2020) CorrrajrpHa TeODM 
MaTeDIHCTBa: OOmecTBo crTbHbIX MaTeDC 黄 . IrOHcKoOe 
OOIecTBO KaK IDHMCD. 

Iwao Otsuka (Sep 13, 2020) 母 権 社会 論 - 強い 母 の 社会 。 
事例 と し て の 日 本 社会 。 - 


Iwao Otsuka (Sep 21, 2020) Mechanisms of Japanese society. 
A society of acqulred settled groups. 

Iwao Otsuka (Sep 21, 2020) 日 本 社会 的 机 制 。 后 天 定 居 群 
体 的 社会 。 

Iwao Otsuka (Sep 21, 2020) Mexagrr3Mpr arrOHckoro 
oomecTBa. OGmmecTBo TDIO0DeTeHHpIX OCeJIbIX TDyITT. 

twao Otsuka (Aus 28, 2020) 日 本 社会 の メカ ニズム 。 後 天 
的 定住 集団 の 社会 。 


Iwao Otsuka (Oct 25, 2020) Inertal Society 

Iwao Otsuka (Oct 23, 2020) 慎 性 社会 (中 文 版本 ) 
Iwao Otsuka (Oct 25, 2020) grHeprrrogHoe o0mmecTBo 
Iwao Otsuka (Oct 23, 2020) 慣性 社会 (日 本 語 版 ) 


Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) Neurosociology 

twao Otsuka (Oct 27, 2020) 神 生 社 会 学 (中 文 版本 ) 
Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) Hepocorrrojrorrg 

Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) 神経 社会 学 (日 本 語 版 ) 


Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) From transportation-centric 
society to communication-centric society. The Progress of 
Transition. 

Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) 人 以 交 通 涼 中心 的 社会 向 以 通 
信 入 中 心 的 社会 。 特 型 的 六 展 。 

Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) Or o6rmecTBa, ODMeHTDOBaHHOTO 
Ha TDaHCIIODT, K OOICCTBY。 ODHCHTHDOBaAHHOMY Ha 
KOMMYHIKaTII. ITDOTDecc TeDeXOIHOTO TDMO ル 8. 

Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) 交通 中 心 社会 か ら 通信 中 心 社 
会 へ 。 移 行 の 進展 。 


Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) The Sociology of the Individual - 
The Elemental Reduction Approach. 

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) 介 人 社会 学 - 元 素 乏 原 法 。 

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) Corrgororrg mdHOCTI 

- づ JICMeHTHbIM IIOLXO ル K COKD8IIICHIEFO. 


Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) 個人 の 見 える 社会 学 - 要 素 
2 帳 に トート 





Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) Introducton Of A White Tax To 
Counter Discrimination Against Blacks. 

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) 引 入 白人 税 以 打 十 対 凌 人 的 岐 祝 
Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) BBeerrre 0eOrO HaJIOTa IM 
TIDOTMBOICICTBMI IHCKDIMIHaTIHIH HCDHbIX 


Iwao Otsuka (Noy 9, 2020) 愚 人 差別 対策 と し て の 白人 税 


導入 





Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) Personality and sensation, 
perception. Light and dark. Warm and cold. Hard and soft. 
Loose and tight. Tense and relaxed. 

Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) 人 格 三 感 党 、 知 党 。 明 互 暗 。 


温暖 塞 冷 。 便 和 次 。 松 吾 系 。 味 中 吾 放 松 。 

Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) JIzgrocTp oyrmeHrg, 
BOCIIDITIC. じ BeTJIOC I TCMHOG. 1eIIO I XOJIOIHO. 1BeD ル br 
II MTKI. し BO0O ル HbIM II TVTO 下 . 日 arrDOKeHH5IM 
DacCCJIa0IeHHpIL. 

Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) 性 格 と 感覚 、 知 覚 。 明 暗 。 温 


冷 。 候 軟 。 緩 さと きつ さ 。 味 張 と リラ ックス 。 


Iwao Otsuka (Nov 21, 2020) Motherhood and Fatherhood. 
Maternal and paternal authority. Parents and Power. 

Iwao Otsuka (Noy 21, 2020) 母性 父性 。 母 和 父 枚 。 父 
母 故 力 。 
Iwao Otsuka (Nov 21, 2020) MareprHcrBo QTLOBcTBO. 
IMareDrrHcKa I OTIIOBCKa 和 BIACTb. POIMTGJIH I BJIaCT5. 

Iwao Otsuka (Noy 22, 2020) 母性 と 父性 。 母 権 と 父 権 。 親 
と 権力 。 





Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) Sex differences and sex 
discrimination. They cannot be ehmnated. Social mitigation 
and compensation for them. 

Iwao Otsuka (Dec 13, 2020) 性 別 差 只 和 性 列 岐 祝 。 休 元 
法 消除 。 対 包 仙 送 行 社会 租 解 和 社 位 。 

Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) IIooBpre pa3Jmrrdrg 
IICKDYMMHaIIK ITO ITOTOBOMY TDI3HaAKY. OH He MOTyT ObrTb 
YCTDaHeHpI. じ OIIKaJIbHOC CMTHCHIIC HI KOMIICHCaAIILH 38 HIX. 


Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) 男女 の 性 差 と 性 差別 。 そ れ ら 
は 無く せな い 。 そ れ ら へ の 社会 的 な 緩和 や 補償 。 


Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) Mechanisms of acquired settled 
group socleties. Female domnance. 


Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) 后 天 定 居 群体 社会 的 机 制 。 女 
性 主 号 地位 。 


Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) MexagrrsMpr o0mrecrBg 
TDIOOpeTeHHpIX OCeJIbIX TDYIII. 用 OMTHIDOBaHIe KCHILIMH. 
Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) 後天 的 定住 集団 社会 の メカ ニ 
ズム 。 女 性 の 優位 性 。 


Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) Ownership and non-ownership of 
resources. Their advantages and disadvantages. 


Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) 容 源 的 所 有 和 考 所 有 。 其 
利隆 。 

Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) BjraeHrre He BaeHre 
DecyDcaMr. MTx TrDertMyIeCTBa I HeCIOCTaTKI. 

Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) 資源 の 所 有 と 括 所 有 。- そ の 利 
思 と 欠点 。 


7 い \ 


Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) Wealth and poverty. The emergence 
of economlc disparity. Causes and solutions. 

Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) 財 富 盆 窟 。 待 済 差 距 的 出現 。 
原因 和解 過 小 法 。 

Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) bjrarorrorydre 0erHocTb. 
IIOgBJreHYe 9KOHOMIHCCKOTO HeDaBeHCTBa. IIDrrHpI 
DerrleH 和 . 

Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) 富裕 と 貧困 。 経 済 的 格差 の 発 
生 。 そ の 原因 と 解消 法 。 


Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) Social delhnquents. A true 
delinquent. The difference between the two. 

Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) 社会 不良 分 子 。 真 正 的 不良 分 
子 。 隊 者 之 同 的 区 列 。 

Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) CorrgajrbHpre IDecTYIIHMKI. 
HacTogTTLHM ITDeCTYIIHMK. Pa3HrMIIa Me 水 刀 Y HHMM. 


Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) 社会 的 な 不良 者 。 真 の 不良 者 。 


両者 の 違い 。 


Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) How to enjoy game music VideoSs. 
Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) 如何 大 賞 湾 世 音 示 祝 頻 。 

Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) Kak aca 水 aTbC HTDOBbIMI 
MY3bIKaJIbHbIMM KJIHITAMI. 

twao Otsuka (Jan 8, 2021) ゲー ム 音 楽 動画 の 楽し み 方 。 


Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) Life worth living. Fulfillmg life. 
The source of them. 

Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) 値 得 生活 的 生活 。 充 容 的 生 
活 。 他 人 的 源 共 。 

Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) 水 r3Hp, OcTOMIHa 水 3HI. 
IIojrHlorreHHag ※※3Hp. MTcTOdHrk MX. 


Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) 生き が い 。 充実 し た 人 生 。 そ 
れ ら の 源 。 


私 の 書籍 の 内 容 。 そ れ ら の 自動 翻訳 の 
プロ セス に つい て 。 


こ 訪 問 あ り が と う ご ざ いま す ! 


私 は 本 の 内 容 を 頻繁 に 改訂 し て いま す 。 

その た め 、 読 者 の 紳 様 に は 、 随 時 サイ ト を 訪れ て いた 
だ き 、 新 刊 や 改訂 版 の 書籍 を ダウ ン ロ ー ド し て いた だ 
く こ と を お 勧め し て いま す 。 


自動 徳 訳 に は 以下 の サー ビス を 利用 し て いま す 。 


DeepL プロ 
https://www.deepl.com/translator 


本 サー ビス は 以下 の 会 社 が 提供 し て いま す 。 
DeepL GmbH 

私 の 本 の 原語 は 日 本 語 で す 。 

私 の 本 の 自動 翻訳 の 順序 は 以下 の 通り で す 。 


日 本 語 一 英語 一 中 国語 、 ロ シア 語 


どう ぞ お 楽し み 下 さい ! 
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